
Ｎｏ．２４６ 佐 井 村 村 民 憲 章

１．学ぶ意欲をもち、知性と良識の
あふれる村をつくります。

１．健康と安全を心がけ
明るく楽しい村をつくります。

１．勤労を喜び、力を合わせて
豊かな村をつくります。

１．自然を守り、人を愛し、
心やさしい村をつくります。

１．心身ともに健全な子の育つ
暖かい家庭と村をつくります。
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機 械 器 具 点 検

異 常 な し

＝佐井村消防団出初式＝

１月３日卜大佐井仲町
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むらの情報を広く掲載い た

します。

身近な情報がありましたら、

総務課まで連絡ください。

無

火

災

・
無

災

害

を
願

っ
て

＝
佐
井
村
消
防
団
出
初
式
＝

新
春
恆
例
の
佐
井
村
消
防
団

出
初
式
が
、
一
月
三
日
、
大
佐

井
仲
町
を
式
場
に
開
催
さ
れ
、

消
防
活
動
へ
の
決
意
座
新
た
に

し
ま
し
た
。

原
田
か
ら
牛
滝
ま
で
の
八
分

団
か
ら
、
一
九
〇
名
の
団
員
が

出
動
。
分
団
ご
と
に
整
列
す
る

中
、
消
防
団
長
、
村
長
ら
の
観

閲
を
受
け
た
あ
と
、
ま
と
い
部

隊
を
先
頭
に
堂
々
の
分
列
行
進

を
披
露
し
ま
し
た
。

続
い
て
消
防
団
長
の
年
頭
の

辞
、
村
長
の
訓
示
を
受
け
た
団

員
の
み
な
さ
ん
は
、
今
年
一
年

の
無
火
災
・
無
災
害
を
願
い
、

万

歳

三

唱

を

し

て

出

初

式

を

閉

じ

ま

し

た

。

表

彰

を

受

け

た

方

は

、

次

の

と

お

り

で

す

。

○

佐

井

村消

防

団

長

表

彰

・

精

勤

章

第

一

分

団

団

員

能

登

秀

樹

々

夕

竹

内

芳

規

第

二

分

団

ク

山

本

正

典

タ

ク

畑

中

勝

男

第

三

分

団

ク

中

村

弘

喜

第

四

分

団

ク

館

脇

正

博

夕

多

田

中

城

二

第

五

分

団

ク

横

浜

浩

々

ク

福

田

猛

美

第

六

分

団

副

分

団

長大

坂

隆

第

七

分

団

団

員

柳

田

勇

市

第

八

分

団

ク

船

越

誠

▲団長・村長らの観閲を受ける

▲機械器具の点検

▲分列行進

平

成

二

年

度

学

生

二

次

募

集

の

案

内

青
森

高
等

技
術
専

門
校

で

は
、
平
成
二
年
三
月
に
高
等
学

校
を
卒
業
見
込
み
の
方
を
、
下

記
の
と
お
り
募
集
し
て
い
ま
す
。

〈
問
い
合
せ
先
〉

０３０
青
森
市
野
尻
字
今
田
４３
ノ
ー

青
森
県
立
青
森
高
等
技
術
専

門
校
（
訓
練
課
）

昔
○
一
七
七
（
３８
）
五
七
二
七

佐 井 村 防 災 行 政 広 報

無 線 放 送 に つ い て

これまで、随時放送を行ってきた

「佐井村防災行政広報無線放送」の

放送時間を、平成２年１月から下記

のとおり実施します。

尚、緊急時には、その都度放送し

ます。

・・Ｓ放送時間・・

午前１１時４０分

午後 ４ 畤３０分



田

中

勝

年

さ

ん

（
磯

谷

）

県

知

事

賞

に

輝

く

＝
青
森
県
漁
村
青
壮
年
婦
人
団
体
活
動
実
績
発
表
大
会
＝

こ
の
ほ
ど
、
青
森
市
で
開
催

さ
れ
た
、
平
成
元
年
度
青
森
県

漁
村
青
壮
年
婦
人
団
体
活
動
実

績
発
表
大
会
に
お
い
て
、
佐
井

村
漁
業
研
究
会
の
会
員
で
あ
る

田
中
勝
年
さ
ん
が
「
イ
シ
モ
ズ

ク
養
殖
の
企
業
化
を
目
指
し

て
」
（
新
素
材
に
よ
る
養
殖
の

試
み
）
と
題
し
て
発
表
。
優
秀

と
認
め
ら
れ
県
知
事
賞
に
輝
き

ま
し
た
。

こ
れ
は
、
県
内
各
地
域
で
活

躍
す
る
漁
業
関
係
団
体
が
、
年

に
一
度
集
い
、
活
動
実
績
を
発

表
す
る
も
の
で
、
今
年
で
三
十

一
回
目
に
な
り
ま
す
。今
回
は
、

漁
業
技
術
の
部
に
、
県
内
各
地

域
か
ら
の
代
表
五
人
が
活
動
実

績
を
発
表
。
そ
の
中
で
、
田
中

勝
年
さ
ん
が
発
表
し
た
「
イ
シ

弋
ス
ク
養
殖
の
企
業
化
を
目
指

し
て
」

が
優
秀
と
認
め
ら
れ
た

も
の
で
す
。

三
月
に
は
、
県
代
表
と
し
て

全
国
大
会
で
発
表
し
ま
す
。
全

国
一
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
く

だ
さ
い
。

元
旦
走
ろ
う
会
で
い
い
汗

新
春
に
さ
わ
や
か
な
鼓
動
を

確
か
め
、
一
年
間
の
健
康
を
祈

願
す
る
た
め
、
一
月
一
日
に
恆

例
の
「
元
旦
走
ろ
う
会
」
が
、

佐
井
村
走
遊
会
の
主
催
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
午
前
七
時
半
に
、

箭
根
森
八
幡
宮
に
約
二
十
名
が

集
合
。
ラ
ジ
オ
体
操
で
体
を
ほ

ぐ
し
た
あ
と
、
診
療
所
ま
で
の

往
復
コ
ー
ス
に
、
い
い
汗
を
流

し
て
い
ま
し
た
。

▼発表する田中勝年さん

▲元旦走ろう会

芥川賞・芸術院会員

作家三浦哲郎氏の新利書
「愁用記」について

この本が、昨

年１２月に刊行さ

れ話題となって

い ます。

７鎬収められ、

５鎬は、三浦哲

郎 自選全 集（１３

巻）の第ｎ 巻に、すでに発表

済みです。残り２鎬の中の「海

峡」は佐井、大間、下風呂、恐

山が書かれ、特に平成元年７

月２２日に佐井来村取材したと

きの、無縁仏供養巡拝を作品

化したもので、高い評価を受

けています。

長福寺墓地や多賀丸事件な

どが書かれてい ます。

（定価１冊１，５００円）

社 員 を 募 集 し て い ま す

佐 井村誘 致企業 「レ デ ィ

ースフ ァッシ ョン佐井㈱ 」

で は、事業 拡大 のた め、従

業員 を募集 し てい ます。

Ｓ・・募集人員 若干 名（男・女）

Ｓ・・年 齡 十八 歳以 上

※県 内外 で慟い てい る、未

婚 の男女 で 、Ｕ ター ン希

望 の方 。い つで も就労 の

相談 に応じ ます。

・・問い合 せ先

レ ディー スフ ァッシ ョン

佐井 株式会 社

Ｓ３８－２５８８

佐井 村役場 開発 室

０３８－２１１１

指
定

建
設

業
監

理
技

術
者

資

格

者
証
制

度

に
っ

い
て

建
設
業
法
の
改
正
（
昭
和
六

士

二
年
六
月
六
日
）
に
よ
り
、

新
た
に
指
定
建
設
業
監
理
技
術

者
資
格
者
証
制
度
が
設
け
ら
れ

ま
し
た
。

平

成
二

年
六

月
六

日
以

降

は
、
工
事
現
場
に
専
任
で
置
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
監
理
技
術

者
の
う
ち
、
国
や
地
方
公
共
団

体
な
ど
が
発
注
者
で
あ
る
場
合

の
指
定
建
設
業
（
土
木
、
管
鋼

構
造
物
、
舗
装
工
事
業
）
の
工

事
の
監
理
技
術
者
は
、
指
定
建

設
業
監
理
技
術
者
資
格
者
証
の

交
付
を
受
け
た
人
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。

こ
の
制
度
が
本
格
的
に
施
行

さ
れ
、
資
格
者
証
の
携
帯
が
義

務
付
け
ら
れ
る
の
は
、
改
正
建

設
業
法
施
行
か
ら
二
年
後
の
、

平

成
二
年

六
月

六
日

か
ら

と

な
っ
て
い
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、役
場
建
設
課

ま
で
、
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

●資格者証が必要となる工事



大
間
原
子
力
発
電
所
計
画
の
勣
き

現
在
、
大
間
町
で
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
「
大
間
原
子
力

発
電
所
計
画
」
に
つ
い
て
は
、
み
な
さ
ん
も
大
変
関
心
の

あ
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

今
回
は
、
大
間
原
子
力
発
電
所
計
画
の
最
近
の
動
き
に

つ
い
て
、
次
の
と
お
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

・
大
間
漁
協
に
お
い
て
は
、
具

体
的
交
渉
に
つ
い
て
、
奥
戸
漁

協
の
足
並
み
が
揃
っ
て
か
ら
開

始
す
る
と

い
う
こ
と
か
ら
、
交

渉
準
備
の
た
め
の
調
査
、
検
討
、

先
例
地
視
察
を
進
め
て
い
ま
す
。

・
奥
戸
漁
協
に
お
い
て
は
、
原

発
対
策
委
員
会
で
、
原
子
力
発

電
所
の
安
全
性
、
水
産
振
興
を

中
心
に
活
動
を
進
め
て
き
て
お

り
、
発
電
所
計
画
の
勉
強
会
、

推
進
派
、
慎
重
派
の
講
演
会
な

ど
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
土
地
に
つ
い
て
は
、
昨
年
十

月
末
に
、
土
地
の
価
格
提
示
が

電
源
開
発
㈱
よ
り
行
わ
れ
、
地

権
者
代
表
委
員
会
と
電
源
開
発

㈱
と
の
間
で
、
話
し
合
い
が
続

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

・
大
間
町
に
お
い
て
は
、
一
般

の
住
民
を
対
象
と
し
た
視
察
を

中
心
に
実
施
し
て
き
て
お
り
、

今
後
も
実
施
し
て
い
く
予
定
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域

と
の
共
存
共
栄
の
ビ
ジ
ョ
ン
づ

く
り
の
た
め
、
地
域
振
興
の
グ

ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の
策
定
、
水

産
振
興
構
想
の
と
り
ま
と
め
を

進
め
て
お
り
、
こ
れ
ら
に
つ
い

て
取
り
ま
と
め
ら
れ
し
だ
い
、

町
民
に
説
明
す
る
予
定
と
な
っ

て
い
ま
す
。

三

ヶ
町
村
協
議
会
）

設
立
に
つ
い
て
は
、
十
二
月

号
の
広
報
参
照
。

最
近

の
現
況
（
佐
井
村
）

元

１０
／
３
～
７

村
議
会
議
員

志
賀
地
点
視
察
（
１３
名
）

１０
／
１０

佐
井
漁
協
役
員
会

１０
／
１３

三
者
（
議
会
、
行
政
、
漁
協
）
協
議
会
開

催

１０
／
１５
～
１７

し
い
だ
け
組
合

福
島
第
一
地
点
視
察

（
１８
名
）

１０
／
１６

北
通
り
六
漁
協
連
絡
協
議
会
組
合
長
会
議

１０
／
１６
～
１９

佐
井
漁
協

東
海
地
点
視
察
（
２５
名
）

１０
／
２０
～
２２

建
設
協
会

泊
地
点
視
察
（
２６
名
）

１０
／
２３

三
ヶ
町
村
原
発
担
当
者
会
議

１０
／
２６

大
間
原
発
三
ヶ
町
村
協
議
会
事
務
局
会
議

１０
／
２５
～
２７

一
般
住
民

泊
地
点
視
察
（
１３
名
）

１０
／
２８

佐
井
村
海
域
漁
場
調
査
終
了
（
９
／
２０
古

１０
／
３０

大
間
原
発
三
ヶ
町
村
協
議
会
設
立
総
会
開

催北
通
り
六
漁
協
連
絡
協
議
会
設
立
総
会
開

催

１１‥Ｅ／
１
～
３

婦
人
会

浜
岡
地
点
視
察
（
２０
名
）

１１
／
１６

む
つ
・
下
北
子
不
ル
ギ
ー
問
題
懇
談
会
：

講
演
会
開
催

テ
ー
マ
：
「
町
の
活
性
化
と
干
不
ル
ギ
ー
」

出
席
者
１７
名

１１
／
２１

三
ヶ
町
村
協
議
会
担
当
課
長
会
議



・
三

ヶ
町
村
協
議
会
は
、
昨
年

十
二

月
二
十

六
日

に
開
催

さ

れ
、
活
動
方
針
が
検
討
さ
れ
ま

し
た
。
当
面
、
各
種
講
演
会
、

先
例
地
視
察
を
実
施
し
、
原
発

の
安
全
性
に
つ
い
て
調
査
・
検

討
活
動
を
行
う
と
と
も
に
、
安

全
性
、
風
評
被
害
な
ど
の
具
体

的
事
項
の
調
査
、
検
討
を
行

い
、

原
発
と
共
存
共
栄
に
つ
い
て
考

え
て
い
く
こ
と
と
な
っ
て
い
ま

す
。
（
北
通

り
六

漁
協

連
絡
協

議

会
）

・
北
通
り
六
漁
協
連
絡
協
議
会

は
、
昨
年
十
二
月
二
十
五
日
に

役
員
会
が
開
か
れ
、
当
面
、
各

漁
協
ご
と
に
安
全
性
な
ど
の
勉

強
を
進
め
る
と
い
う
活
動
方
針

が
決
め
ら
れ
ま
し
た
。

・
佐
井
村
に
お
い
て
は
二

般
、

各
種
団
体
の
先
例
地
視
察
の
実

施
、
原
子
力
に
対
し
て
の
講
演

会
、
更
に
は
原
子
力
広
報
安
全

等
対
策
交
付
金
事
業
に
よ
る
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
の
全
戸
配
付
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
佐
井

村
漁
協
も
、
視
察
、
勉
強
会
な

ど

の

活
動

を
実

施

し

て

い

ま
す

。

・

電

源

開

発

㈱

は

、
先

般
「

本

年

は

、
大

間

で

の
立

地

を

具

体

的

に

進

展

さ

せ

る
と

と

も

に
、
三

ヶ
町

村

と

の

共

存

共

栄

に

つ

い

て

の

ビ

ジ

ョ

ン

を
明

ら

か

に
し

て
、
地

域

関

係

者

の
皆

様

の

ご
理

解

と

ご
同

意

を

い
た

だ

き
、
立

地

の
見

通

し

を

得

る

こ

と

に

全

力

を

上

げ

た

い
。
」
と
説

明

し

て

い

ま
す

。

今

後

、

村

と

し

て

、

具

体

的

に

安

全

性

や

共

存

共

栄

に

つ

い

て

話

し

合

う

こ

と

に

な

る

と
考

え

ら

れ

ま

す

が

、

そ

れ

に

は
、

村

民

一

人

一
人

が
、

原

発

問

題

を

正

し

く

理

解

す

る

こ

と

が
、

ま

ず

必

要

と

考

え

て

お

り

、

今

後

、

地
区

ご

と

の

懇

談

会

、

先

例

地

視

察

、

講

演

会

等

を

開

催

し

、

み

な

さ

ん

が
原

子

力

の

問

題

に

つ

い
て

勉

強

し

て

い

く
場

を

設

け

て

い

き

た

い

と

考

え

て

い

ま

す

。

み

な

さ

ん

も

、

ぜ

ひ

こ

の
機

会

を
利

用

し

、

原

子

力

に

つ

い

て

勉

強

を

し

て

い

た

だ

き

、

み

な

さ

ん

の
意

見

を

聞

か

せ

て

い

た

だ

き

た

い

と

思

い

ま

す

の

で

、

ご
協

力

を

よ

ろ

し

く

お

願

い

申

し

上

げ

ま
す

。

▲昨年１２月に開催された講演会

‥１１１１一
／
２０

佐
井
村
：

講
演
会
開
催

テ

ー
マ
：
「
原
子
力
の
必
要
性
と
安
全
性
」

出
席
者
３０
名

ｎ

／
３０

三

ヶ
町
村
協
議
会
幹
事
会

１２
／
６
～
８

民
生
委
員

志
賀
地
点
視
察
（
１２
名
）

１２
／
６
～
９

漁
港
管
理
委
員

玄
海
地
点
視
察
（
１４
名
）

１２
／
ｕ
Ｅ

佐
井
村
：

講
演
会
開
催

テ
ー
マ
：
「
原
子
力
の
必
要
性
と
安
全
性
」

出
席
者
４３
名

１２
／
１５

三
ヶ
町
村
協
議
会
担
当
課
長
会
議

１２
／
２５

北
通
り
六
漁
協
連
絡
協
議
会

１２
／
２６

三
ヶ
町
村
協
議
会
、
幹
事
会

１２
／
２８

佐
井
漁
協
役
員
会

２

１
／
８

三
ヶ
町
村
協
議
会
担
当
課
長
会
議

１
／
１０
～
１２

三
ヶ
町
村
原
発
担
当
者

川
内
地
点
視
察

（
６
名
）

１
／
１５
～
１７

佐
井
漁
協
役
員

柏
崎
地
点
視
察
（
２４
名
）

１
／
１７
～
２０

役
場
職
員

玄
海
地
点
視
察

（
２２
名
）

１
／
１８
～
２１

佐
井
漁
協
長
後
漁
師
会

玄
海
地
点
視
察

（
１５
名
）

―
／
１９
～
２１

一
般
住
民

東
海
地
点
視
察
（
５
名
）

１
／
２３
～
２５

佐
井
漁
協
無
線
利
用
会

島
根
地
点
視
察

介

名
）

―
／
２４
～
２７

役
場
職
員

玄
海
地
点
視
察
（
２５
名
）



紋
育
だ
よ
う

健

全

な
家

庭

の

条
件

と

は

柳

谷

清

平
成
元
年
十
月
、
下
北
郡
連

合
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
修
会
佐
井
大
会
に

参
加
す
る
に
あ
た
っ
て
、
健
全

な
家
庭
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て

勉
強
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た

の
で
、
そ
れ
を
ま
と
め
て
み
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

健
全
な
家
庭
に
つ
い
て
の
考

え
方
は
、
各
自
に
よ
り
い
ろ
い

ろ
あ
る
と
思
い
ま
す
し
、
い
ろ

い
ろ
な
人
が
立
派
な
考
え
方
を

発
表
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
上

げ
る
考
え
方
は
、
各
自
が
健
全

な
家
庭
に
つ
い
て
考
え
る
時
の

一
つ
の
参
考
と
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
考
え
ま
す
。

昭
和
六
十
三
年
十
一
月
に
佐

井
村
生
徒
指
導
連
絡
協
議
会
の

メ
ン
バ
ー
で
あ
る
各
校
の
生
徒

指
導
担
当
者
が
、
研
修
の
一
環

と
し
て
青
森
少
年
院
を
見
学
し

ま
し
た
。
そ
の
時
主
席
専
門
官

が
入
所
者
の
特
色
と
し
て
次
の

様
な
点
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

コ

罪
の
意
識
が
乏
し

い
。

二
、
思
い
や
り
の
気
持
が
な

く
、
自
分
勝
手
で
あ
る
。

三
、「
し
つ
け
」「
集
団
行
動
」

が
ま
っ
た
く
な
っ
て
い

な
い
。

四
、
「
な
ま
け
者
」

が
多

い
。

五
、
体
力

が
な
い
。

六
、
道
徳
性
が
な
い
。

非
行
の
原
因
を
調

べ
て
み
る

と
家
庭
内
の
問
題
、
学
校
の
問

題
と
い
ろ
い
ろ
あ
る
よ
う
で
す

が
、
保
護
者
の
態
度
が
一
番
大

き
な
原
因
で
、
そ
の
芽
生
え
は

幼
稚
園
に
入
る
あ
た
り
か
ら
出

て

い
る
よ
う

だ
と

の
こ
と
で

す
。
ど
ん
な
保
護
者
（
家
庭
）

の
態
度
が
原
因
と
な
る
か
を
上

げ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

コ

思
い
や
り
の
な
い
家
庭

・

両
親
が
老
人
や
身
障

者
を
じ
ゃ
ま
者
あ
つ
か

い
に
し
て
い
る
と
か
、

い
が
み
あ
っ
て
ば
か
り

い
て
、
思
い
や
り
、
い

た
わ
り
合
い
の
気
持
の

な
い
家
庭
。

二
、
保
護
者
た
る
自
信
の
な

い
家
庭

・

子
供
の
言
い
な
り
に

な
っ
た
り
、
安
易
な
妥

協
を
し
て
子
供
に
お
世

辞
ば
っ
か
り
つ
か
っ
て

い
る
家
庭
。

三
、
保
護
者
の
意
志
統
一
が

欠
け
て
い
る
家
庭

・

両
親
の
意
見
の
一
致

し
て
い
な
い
家
庭
。

・

父
親
の
権
威
の
な
い

家
庭
。

四
、
人
間
性
を
軽
視
し
て
い

る
家
庭

・

何
事
も
お
金
さ
え
使

え

ば
ど
う
に
で
も
な
る

と
考
え
行
動
し
て
い
る

家
庭
。

五
、
道
徳
性
の
崩
壊
し
て
い

る
家
庭

・

言

い
た

い
ほ

う

だ

い
、
や
り
た
い
ほ
う
だ

い
を
や
っ
て
い
る
家
庭
。

私
達
の
家
庭
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
。
考
え
て
見
れ
ば
こ
の
条

件
を
裏
返
し
た
家
庭
が
健
全
な

▲
佐
井
村
中
央
公
民
館
選
Ｖ

俳

句

川
畑

勲
夫

雪
を
冠
せ
ム
ラ
サ
キ
シ
キ
ブ
の
枝
た
わ

わ

石
戸
美
矢
子

頬
杖
し
寒
雲
の
行
方
目
で
追
い
り

満
天
の
星
凍
て
つ
き
て
光
増
し

寒
苺
届
き
し
友
の
声
便
り

物
売
り
の
声
柔
ぎ
て
冬
ぬ
く
し

息
白
く
職
場
へ
急
ぐ
人
の
あ
り

田
名
部
ヒ
サ

葉
牡
丹
の
紫
紺
に
隠
れ
し
霰
か
な

山
茶
花
や
葉
蔭
に
咲
く
番
待
つ
蕾

漁
火
の
入
江
に
並
ぶ
冬
海
峡

寄
り
添
っ
て
日
向
に
首
曲
げ
福
寿
草

悠
々
と
大
前
横
ぎ
る
寒
鴉

浄
財
を
太
鼓
で
う
け
る
寒
念
仏

軒
日
向
鳴
き
声
彈
む
寒
雀

命
絶
え
月
射
す
川
の
ホ
チ
ャ
レ
鮭

風
立
ち
で
干
菜
片
寄
る
縄
の
端

西
谷

豊
彦

し
ん
し
ん
と
降
る
や
夕
飼
は
鱈
の
汁

バ
イ
パ
ス
に
粉
雪
舞
う
や
通
り
初
め

星
凍
て
し
潮
騒
橋
は
闇
に
浮
く

夕
鴉
冬
の
木
立
ち
に
鈴
鳴
り
し

川
岸
キ
ヨ
子

匸
扠
に
相
向
き
交
す
梅
二
輪

よ
ろ
よ
ろ
と
箪
笥
の
中
の
冬
の
蠅

平
凡
と
い
う
画
面
去
年
今
年

毋
も
呑
み
帰
省
の
子
も
呑
む
卵
酒

晩
学
や
静
か
に
雪
の
降
る
も
好
き

浜
中

よ
ん

新
年
会
集
い
る
友
み
な
芸
達
者

年
賀
状
添
え
書
き
あ
り
て
励
ま
さ
れ

寒
雀
小
屋
根
に
群
れ
て
餌
見
張
る

初
暦
め
く
れ
ば
一
茶
の
一
句
あ
り

寒
梅
の
咲
き
早
か
れ
と
霧
吹
け
り

木
村
さ
ち
子

新
聞
の
隅
濡
れ
て
お
り
秋
の
雨

良
き
友
に
何
を
語
ら
ん
去
年
今
年

息
潜
め
風
光
り
ゆ
く
冬
の
山

ま
だ
誰
も
踏
ま
ぬ
雪
踏
み
配
達
夫

（
長
男
の
受
験
を
間
近
か
に
）

鉛
筆
を
削
る
机
や
寒
の
菊

さ
さ
や
か
な
願
い
を
絵
馬
に
初
参
り

泉
田
タ
ツ
子

暖
冬
や
窓
に
這
い
付
く
迷
い
蠅

冬
ざ
れ
や
ピ
ラ
カ
ン
サ
映
え
る
友
の
庭

枯
木
立
中
に
彩
る
松
み
ど
り

土
埃
洗
い
て
流
す
寒
の
雨

孫
集
い
は
し
や
い
で
泣
い
て
松
が
明
け

松
過
ぎ
て
駅
ま
で
孫
を
送
る
今
朝

大
石
健
次
郎

（
三
浦
哲
郎
氏
新
刊
書
・
愁
月
記
）

読
初
の
刷
り
の
香
匂
う
愁
月
記

初
雀
小
躯
な
が
ら
に
光
り
つ
つ

雪
い
ろ
の
太
腹
な
ら
べ
鱈
積
ま
れ

荒
潮
の
沖
底
ふ
か
き
鱈
の
道



家
庭
と
い
う
こ
と
に
も
な
る
と

思

い
ま
す
。

ま
た
、
坂
東
義
教
著
「
坂
東

先
生
の
教
育
講
座
」
に
よ
れ
ば
、

健
全
な
家
庭
五
つ
の
条
件
と
し

て
次
の
よ
う
に
上
げ
て
い
ま
す
。

コ

愛
情
あ
る
家
庭
で
あ
る

・

両
親
の
家
庭
愛
、
人

間
愛
が
豊
か
で
あ
り
、

と
く
に
父
親
に
責
任
感

が
あ
り
、
誠
実
で
勤
勉

で
あ
る
こ
と
。
経
済
的
、

精
神
的
安
定
感
を
与
え

る
こ
と
。
そ
の
よ
う
な

夫
に
あ
ら
ゆ
る
協
力
を

お
し
ま
ぬ
妻
で
あ
る
こ

二
、
人
間
尊
重
の
家
庭
で
あ

・

夫
婦
は
共
に
認
め
合

い
、
感
謝
し
合
い
、
人

間
信
頼
と
幸
福
な
人
生

の
範
を
子
供
に
示

し
て

や
る
こ
と
。

・

家
庭
は
相
互
に
尊
重

し
合
っ
て
礼
儀
正
し
い

言
葉
（
心
の
こ
も
っ
だ

言
葉
）
を
使
う
よ
う
に

す

る
こ
と
。

三
、
人
間
平
等
の
家
庭
で
あ

・

母
親
は
父
親
の
経
験

や
人
生
学
習
の
価
値
と

い
う
も
の
を
子
供
に
よ

く
教
え
、
父
親
の
価
値

に
対
す
る
尊
敬
心
を
十

分
に
養
う
こ
と
。

・

夫
も
妻
と
し
て
母
と

し
て
の
人
格
、
能
力
、

性
格
、
労
働
の
価
値
を

発
見
し
、
正
し
く
評
価

す
る
こ
と
。

四
、
話
し
合

い
、
理
想
の
も

と
に
協
力
す
る
家
庭
で

あ
る
こ
と
。

・

話
し
合
い
は
、
共
通

の
実

現

し

た

い
理

想

（
願

い
）
の
確
か
め
で

あ
る
。
批
判
は
建
設
の

た
め
、
理
想
実
現
の
だ

め
で
あ
り
、
裁
い
て
は

い
け
な
い
。
話
し
合
い

で
相
互
の
願
い
や
欲
求

を
知
り
、
そ
の
欲
求
を

満
た
し
合
う
と
き
、
家

族
関
係
は
理
想
的
な
人

間
関
係
を
実
現
す
る
。

五
、
規
律
（
統
制
）
あ
る
家

庭
で
あ
る
こ
と
。

・
家
庭
は
社
会
的
人
間
形

成
の
場
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
従
っ
て
社
会

的
道
理
で
統
制
し
教
育

す
べ
き
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、

非
行
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
家

庭
の
状
態
の
裏
返
し
と
、
坂
東

先
生
の
健
全
な
家
庭
、
五
つ
の

条
件
と
で
は
ほ
と
ん
ど
共
通
し

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

現
代
社
会
は
高
齢
化
、
核
家

族
の
増
加
、
子
供
の
少
人
数
化

か
進
ん
で
い
ま
す
。
そ
こ
か
ら

あ
ら
わ
れ
る
問
題
点
と
し
て
、

青
森
少
年
院
の
主
任
専
門
官
か

ら
上
げ
て
も
ら
っ
た
よ
う
な
も

の
が
沢
山
あ
り
ま
す
。
こ
の
機

会
に
、
み
ん
な
で
健
全
な
家
族

と
は
ど
ん
な
家
族
だ
ろ
う
か

と
、
考
え
て
見
る
こ
と
も
意
義

が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。私
か
調
べ
た
範
囲
で
は
、
坂

東
義
教
先
生
の
五
つ
の
条
件
が

健
全
な
家
庭
と
し
て
の
条
件
を

大
変
良
く
ま
と
め
て
い
る
と
思

い
ま
し
た
。

私
達
は
、
坂
東
先
生
の
健
全

な
家
庭
、
五
つ
の
条
件
に
、
自

分
の
家
庭
を
照
し
合
わ
せ
反
省

を
し
な
が
ら
、
健
全
な
家
庭
を

築
く
努
力
を
す
る
と
共
に
勉
強

を
続
け
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

地
吹
雪
に
一
村
呑
ま
れ
し
ば
し
消
ゆ

寒
林
に
音
な
し
翳
り
を
奥
に
溜
め

冬
木
立
す
べ
て
を
晒
し
吹
き
抜
か
れ

短

歌

川
岸
キ
日
子

船
酔
は
女
に
辛
き
も
の
に
し
て
旅
情
の

か
け
ら
何
も
の
も
な
し

冬
庭
に
引
き
し
ま
り
た
る
椿
の
実
芯
を

堅
く
し
長
く
春
待
つ

寒
椿
固
く
花
芽
を
閉
ざ
す
実
の
中
に
混

り
で
咲
け
る
紅

逝
き
し
歌
手
常
に
は
あ
ま
り
好
ま
ね
ど

ふ
と
口
吟
む
リ
ン
ゴ
追
分石
戸
美
矢
子

青
白
く
灯
り
点
滅
さ
せ
な
が
ら
夜
間
飛

行
機
雲
間
に
消
ゆ
る

上
山

実

近
づ
け
ば
群
い
し
鴨
の
羽
ば
た
き
て
初

日
光
り
ぬ
し
ぶ
き
と
共
に

（
百
周
年
碑
文
除
幕
式
）

洋
々
と
蝦
夷
地
眺
む
る
こ
の
丘
に
志
在

千
里
の
除
幕
を
拜
す

大
石
健
次
郎

嶺
々
の
落
ち
こ
む
底
の
溪
村
を
北
風
夜

毎
に
尾
を
鳴
ら
し
吹
く

ゆ
っ
く
り
と
緑
茶
の
い
ろ
を
見
て
飲
め

り
野
分
ば
か
り
の
夜
の
孤
り
に

莖

立
ち
の
幾
日
も
続
く
こ
の
夜
も
鉛
筆

の
芯
す
る
ど
く
削
る

奥
底
に
ひ
そ
む
翳
り
を
知
る
故
に
娘
の

電
話
ひ
び
き
明
る
し

湾
な
ぎ
さ
眩
し
く
翔
け
る
白
鳥
仁
緑
の

濃
ゆ
し
波
の
か
が
や
き

鉛
い
ろ
し
て
広
ご
れ
る
冬
潮
の
風
は
ら

み
っ
つ
飛
ぶ
尾
白
鷲

片
肌
に
雪
凍
み
付
き
し
寒
林
に
鳥
影
も

な
し
痛
き
風
吹
く

わ
が
歌
は
暗
し
と
妻
の
ひ
と
言
を
頷
き

お
り
ぬ
い
と
も
素
直
に

Ｉ

①

二
月
号
原
稿
ダＥ
切
、
二
月
十
＝
百

。

○
句
・
歌
の
提
出
数
を
制
限
し
な
い
。

○
返
稿
用
封
筒
に
住
所
と
氏
名
を
。

○
特
殊
な
作
品
に
は
簡
単
で
も
説
明
を
。

磯谷 地 区 学級 の おし ら せ

１１月８日 運営委員会

１１月１３日 開級式
１１月１５日 教養講座

１１月２４日 着イ寸胴（室
１１月２５日 年賀の書き方
ｎ月２７日 々

１１月３０日 手芸教室

１２月３日 スポーツ教室
手芸教室

１２月５日 ビデオ鑑賞

１２月９日 冠婚葬祭にっいて
１２月１３日 着付教室

１２月１５日 民芸教室
１月１５日 映写会

１月２０日 スポーツ教室
１月２８Ｈ 着４寸４吹室

２月４日 レクりＴ－ション
２月１０日 舞踊教室

スポーツ教室
２月２４日 女帚人講丿亟

２月２９日 料２哩教室
閉級式



保健 婦 だよ り

成人病は
食生活の改善から

＝成人病予防週間＝

２月１日～フ日

成
人
病
の
う
ち
、
脳
卒
中
、
心
臓
病
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
が
ん

に
つ
い
て
も
食
生
活
が
大
き
な
影
響
を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
最
近
よ

く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

昭
和
五
十
八
年
に
出
さ
れ
た
厚
生
省
の
「
疾
病
予
防
と
栄
養
に
関

す
る
検
討
委
員
会
」
報
告
に
よ
る
と
高
血
圧
、
脳
卒
中
は
塩
分
の
と

り
す
ぎ
や
脂
肪
、
タ
ン
パ
ク
質
の
摂
取
不
足
、
ま
た
、
心
臓
病
は
脂

肪
の
と
り
す
ぎ
が
関
係
し
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
が
ん
は
脂
肪
、

ビ
タ
ミ
ン
Ａ
・
Ｃ
、
食
物
せ
ん
い
な
ど
が
、
か
か
わ
っ
て
い
る
こ
と

も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
糖
尿
病
に
つ
い
て
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
摂
取

が
多
い
な
ど
食
生
活
が
深
く
関
係
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
成
人
病
は
食
生
活
と
密
接
な
関
係
が
あ
り
、
食
生
活

を
改
善
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
人
病
を
予
防
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

正

し
い

食
べ

方

を
知

り

か
つ
実
践
す
る
必
要
が
あ
る

私
た
ち
の
健
康
は
毎
日
の
食

生
活
で
ど
ん
な
も
の
を
、
ど
の

よ
う
に
し
て
食
べ
る
か
に
よ
っ

て
大
き
く
左
右
さ
れ
ま
す
。

食
物
は
た
だ
食
べ
さ
え
す
れ

ば
よ
い
と
い
う
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
か
ら
だ
が
必
要
と
す

る
も
の
を
必
要
な
だ
け
食

べ
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

ま
た
、
食

べ
方
も
大
事
で
す
。

よ
く
か
ん
で
食

べ
る
か
、
そ
う

で
な
い
食
べ
方
を
す
る
か
、
あ

る
い
は
く
つ
ろ
い
で
楽
し
く
食

べ
る
か
…
…
と
い
っ
た
こ
と
も

体
力
で
の
消
化
吸
収
に
大
き
な

影
響
を
お
よ
ぼ
し
ま
す
。

健
康
の
た
め
に
は
、
望
ま
し

い
食
生
活
の
あ
り
方
に
つ
い
て

の
正
し
い
知
識
を
し
っ
か
り
と

身
に
つ
け
、
日
常
の
食
生
活
で

そ
れ
を
実
践
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

食

生

活

改

善

の

も

た

ら

す

効

果

食
べ
る
と
い
う
こ
と
は
あ
ま

り
に
も
日
常
生
活
の
身
近
な
問

題
で
あ
る
だ
け
に
、
そ
の
重
要

性
を
見
失
い
が
ち
で
す
。

と
く
に
最
近
の
よ
う
に
豊
か

な
食
料
に
か
こ
ま
れ
、
食
べ
る

こ
と
の
感
激
が
う
す
れ
て
き
て

い
る
状
況
の
も
と
で
は
な
お
さ

ら
の
こ
と
で
す
。

食
生
活
改
善
が
も
た
ら
す
効

果
は
個
人
的
、
社
会
的
に
は
か

り
知
れ
な
い
ほ
ど
大
き
い
も
の

が
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
ほ
し

い
で
す
。

厚
生
省
か
ら
発
表

さ
れ
た

「
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
食
生

活
指
針
」
を
参
考
に
、
心
身
と

も
に
生
き
生
き
と
す
ご
す
た
め

に
、
ひ
と
り
ひ
と
り
が
自
覚
を

も
っ
て
食
生
活
の
改
善
に
努
め

ま
し
ょ
つヽ
。

２月の保健事業

成人病予防週間
（２月１日～７日）

５日囲

１３日吻 健康相談日

１９日（月）

｜

場所

２７日（火） 役場健康相談室

受付時間 午前９～１１時

６日吻 原田地区看護教室及び

食生活改善講習会

場所 原田生活改善センター

時間 午前９時～午後２時

１３日（火） 川目地区ふれあい講習

会

場所 川目生活改善センター

時間 午前１０時～午後２時

２３日窗 乳児・三歳児検診

対象 昭和６１年７月～９月生

（三歳児）

平成元年２月～４月生

平成元年７月・１０月生

場所 役場センター和室

時間 １２時３０分

３月１日（木） 牛滝地区看護教室

及び食生活改善講

習会

場所 牛滝福祉会館

時間 午前１０時～午後２時



健
康
づ
く
り
の
た
め
の
食
生
活
指
針

①
多
様
な
食
品
で

栄
養
バ
ラ
ン
ス
を

・
一
日
三
十
食
品
を
目
標
に

一
日
に
十
五
食
品
く
ら
い
し

か
摂
っ
て
い
な
い
人
は
、
ま
ず

二
十
食
品
を
目
標
に
。
ま
た
二

十
食
品
く
ら
い
の
人
は
二
十
五

食
品
を
目
標
に
増
や
す
よ
う
に

努
力
し
ま
し
ょ
う
。

・
主
食
、
主
菜
、
副
菜
を
そ
ろ

え
て
少
量
ず
つ
で
も
、
料
理
の
品

数
を
多
く
す
る
こ
と
が
、
栄
養

バ
ラ
ン
ス
を
よ
く
し
ま
す
。

②
日
常
の
生
活
活
動
に

見
合
っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

・
食
べ
す
ぎ
に
気
を
つ
け
て
、

肥
満
を
予
防

い
つ
も
腹
八
分
目
に
心
が
け

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
ふ
だ
ん
か

ら
体
重
に
関
心
を
も
つ
こ
と
で

す
。
・
よ
く
体
を
動
か
し
、
食
事
内

容
に
ゆ
と
り
を

食
べ
た
い
も
の
を
が
ま
ん
す

る
よ
り
は
、
食
べ
て
体
を
動
か

し
ま
し
ょ
う
。

③
脂
肪
は
量
と
質
を
考
え
て

・
脂
肪
ほ
と
り
す
ぎ
な
い
よ
う

に一
日

一
回

は
、
植

物
油

を

使
っ
た
料
理
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

・
動
物
性
の
脂
肪
よ
り
植
物
性

の
油
を
多
め
に

肉

の
脂
身
は
ひ
か
え
め
に
と

り
ま
し
ょ
つヽ
。

④
食
塩
を

と
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
、

・
食
塩
は
一
日
＋
グ
ラ
ム
以
下

を
目
標
に

塩
辛
い
食
品
は
ひ
か
え
め

に
。
ま
た
、
め
ん
類
の
ス
ー
プ

は
全
部
飲
ま
な
い
よ
う
に
し
ま

・
調
理
の
工
夫
で
、
む
り
な
く

減
塩
味
つ
け
に
工
夫
を
こ
ら
し

て
、
お
い
し
く
食
べ
て
む
り
な

く
減
塩
し
ま
し
よ
つヽ
。

⑤
心
の
ふ
れ
あ
う

楽
し
い
食
生
活
を

・
食
卓
を
家
族
ふ
れ
あ
い
の
場

に朝
食
だ
け
で
も
家
族
い
っ

し
ょ
に
。
そ
れ
が
無
理
な
ら
、

土
曜
日
と
日
曜
日
は
、
家
族
そ

ろ
っ
て
楽
し
く
食
べ
ま
し
ょ
う
。

・
家
庭
の
味
、
手
づ
く
り
の
心

を
大
切
に

一
品
で
も
手
づ
く
り
料
理
を

そ
ろ
え
ま
し
ょ
う
。



⑤

⑨

①

＠

－

⑥

そ

の

気

に

な

れ

ば

や

せ

ら

れ

る

＝

身

近

な
食

品

の

エ
ネ

ル
ギ
ー
量
を

覚
え
よ
う

＝

「
ど
の
く
ら
い
食
べ
た
ら
よ
い
か
計
算
し
な
が
ら
」

シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
と

ｍ

ダ
イ
エ

゛
卜
は
別
物

や
せ
る
た
め
に
は
、
こ
れ
ま

で
と
っ
て

い
た
摂
取

于
不
ル

ギ
ー
を
、
へ
ら
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
は
当
然
で
す
。

無
理
な
く
健
康
的
に
や
せ
る

（
シ
ェ
イ
プ
ア
弋
フ
す
る
）
た

め
に
は
、
次
の
三
つ
が
必
要
。

①
ま
ち
が
っ
た
食
習
慣
を
改
め

②
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
を
、
よ
り

よ
く
し
な
が
ら
、
摂
取
子
不

ル
ギ
ー
だ
け
は
お
と
す
こ
と

③
現
代
人
特
有
の
運
動
不
足
状

態
か
ら
脱
出
す
る
こ
と

こ
の
う
ち
の
ど
れ
か
一
つ
が

欠
け
て
も
い
け
ま
せ
ん
。

ダ
イ
エ
ッ
ト
と
は
、
実
は
②

の
う
ち
の
一
部
分
に
す
ぎ
な
い

の
で
す
。

栄

養

バ

ラ

ン

ス

②

の

と

り

方

い
ろ
い
ろ
な
食
品
群
が
、
大

き
く
四
つ
の
群
に
わ
け
ら
れ
、

さ
ら
に
六
つ
の
表
に
わ
け
ら
れ

ま
す
。
（
表
土

実
際
に
、
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス

の
よ
い
圉
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
の
食

事
を
と
る
に
は
、
何
を
ど
れ
く

ら
い
と
れ
ば
よ
い
か
が
、
一
目
で

わ
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

表
１
を
基
礎
に
し
て
栄
養
バ

ラ
ン
ス
を
考
え
、
同
時
に
、
ど

れ
を
ど
れ
く
ら
い
ず
つ
と
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
一
日
何
キ
ロ
カ

ロ
リ
ー
の
食
事
に
し
よ
う
か
と

い
う
目
安
を
も
た
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
す
。

パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
だ
け
食
べ
て

い
れ
ば
や
せ
る
と
か
、
ほ
か
の

も
の
は
な
る
べ
く
や
め
て
、
ご

は
ん
だ
け
は
お
な
か
い
っ
ぱ
い

食
べ
る
Ｉ
な
ど
と
い
う
非
科
学

第１群

主として糖

質がとれる

食品

表１ 穀類、いも類、豆類

（大豆を除く）な

ど

表２ くだもの類

表２群

主として夕

ンパク質が

とれる食品

表３ 魚、肉、卵、チー

ズ、大豆およびそ

れらの製品

表４ 乳類と乳製品

第３群

主として脂

肪がとれる

食品

表５ 油脂類

第４群

ビタミン、

ミネラルの

多い食品

表６ 野菜、きのこ、こん

にやく、海草類

固

国

漸

屡

⑥

⑩

出

稼

ぎ

現

地

の

み

な

さ

ん

遠
く
ふ
る
さ
と
を
離
れ
て
、
仕
事
に
励
ん
で
お
ら
れ
る
み
な
さ

ん
。
現
地
で
の
生
活
は
い
か
が
で
す
か
。

こ
の
ペ
ー
ジ
は
、
現
地
と
ふ
る
さ
と
を
結
ぶ
、
み
な
さ
ん
と
の

か
け
橋
で
す
。

現
地
で
の
情
報
、
お
便
り
、
写
真
な
ど
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

佐

井

村

季

節
学

務

者
協

議

会

定

期

大

会

・

激

励

懇

談

会

開

催

さ

れ

る

去
る
一
月
五
日
、
佐
井
村
季

節
労
務
者
協
議
会
主
催
の
安
全

祈
願
祭
が
佐
井
（
箭
根
森
）
八

幡
宮
で
厳
か
に
行
な
わ
れ
、
続

い
て
第
二
十
五
回
定
期
大
会
及

び
村
主
催
の
激
励
懇
談
会
が
佐

井
村
農
業
研
修
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
季
節
労
働
者
を

取
り
ま
く
環
境
は
大
部
改
善
さ

れ
て
い
る
も
の
の
、
最
近
に
お

け
る
産
業
構
造
の
転
換
等
に

よ
っ
て
出
稼
労
働
者
を
め
ぐ
る

雇
用
、
就
業
及
び
外
国
人
労
働

者
問
題
等
、
諸
問
題
が
山
積
し

て
い
る
。

こ
れ
ら
諸
問
題
に
対
処
し
、

労
働
者
と
し
て
の
権
利
と
生
活

を
守
る
た
め
に
も
、
よ
り
一
層

の
団
結
を
強
め
る
こ
と
を
決
意

し
、
万
場
一
致
で
採
択
さ
れ
ま

し
た
。
次
に
、
む
つ
公
共
職
業
安
定

所
長
（
代
理

小
川
恵
三
氏
）

か
ら
「
安
全
就
労
に
つ
い
て
」

の
講
話
が
あ
り
、
引
き
続
き
懇



的
な
お
話
、
俗
説
、
珍
説
は
、

出
版
社
な
ど
の
お
金
も
う
け
に

す
ぎ
ま
せ
ん
。

ご

は

ん

は

軽

く

③

一

杯

が

基

本

で

す

三
度
三
度
の
ご
は
ん
に
つ
い

て
は
一
食
に
つ
き
、
中
く
ら
い

の
茶
わ
ん
に
軽
く
一
杯
（
１１０
９
）

が
原
則
で
す
。

「
中
茶
わ
ん
に
軽
く
一
杯
」

は
何
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
か
？

答
え
は
１６０
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
で

す
。

六
枚
切
り
の
食
バ
レ

ー
杯
に

あ
た
り
ま
す
。
そ
れ
に
マ
ー
ガ

リ
ン
を
ぬ
る
と
約
２００
キ
ロ
カ
ロ

リ
ー
に
な
り
ま
す
。

お
も
ち
は
、
マ
。
チ
箱
大
の

も
の
１
．
５
個
で
、
中
茶
わ
ん
Ｉ
杯

の
ご
は
ん
と
同
じ
で
す
。

正
月
が
終
わ
る
と
、
い
つ
の

間
に
か
体
重
が
三
、
四
キ
ロ
も

ふ
え
て
い
る
の
に
気
が
っ
い
て

ビ
ッ
ク
リ
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
運
動
不
足
と
お
も
ち
、
酒

こ
の
三
つ
が
原
囚
で
す
。

や
せ
る
た
め
に
は
朝
昼
晩
と

も
、
ご
は
ん
は
中
茶
わ
ん
に
軽

く
一
杯
を
基
本
に
し
て
、
１６０
キ

ロ
カ
ロ
リ
ー
の
量
を
厳
密
に
守

る
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

園

同

じ
タ
ン

パ

ク
食
品

で

も

、

物

に

よ

っ

て

い

ろ

い

ろ

一
般
に
タ
ン
パ
ク
質
の
必
要

摂
取
量
は
、
そ
の
人
の
標
準
体

重
１
に昭
当
た
り
１
～
１
．
２
９
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

魚
・
肉
・
卵
・
と
う
ふ
な
ど
を

と
り
ま
ぜ
て
一
日
３５０
～
４００
キ
ロ

カ
ロ
リ
ー
が
目
安
と
な
り
ま
す
。

談
会
に
入

り
ま
し
た
。

懇
談
会
で
は
、
佐
井
村
出
稼

留

守

家
族
主

婦

の
会

（
会
長

太
田
（

ル
子
）
の
み
な
さ
ん
が
、

日
頃
家
族
の
た
め
に
一
生
懸
命

働
い
て
い
る
、
お
父

さ
ん
方
へ

心
を
こ
め
て
作
っ
た
手
料
理
と

こ
の
日
の
た
め
に
日
夜
け
い
こ

を
つ
ん
だ
踊
り
を
披
露
し
、
参

会
者
か
ら
万
雷
の
拍
手
喝
采
を

受
け
ま
し
た
。

出
稼
労
働
者
の
方
々
も
、
カ

ラ
オ
ケ
や
働
き
先
の
話
題
や
世

間
話
に
も
花
が
咲
き
仲
間
同
志

の
交
流
を
深
め
、
就
労
先
で
の

お
互
い
の
健
康
と
次
の
再
会
を

誓
い
和
や
か
な
う
ち
に
終
了
し

ま
し
た
。



交佞だより

佐 井 村

交通安全母の会

新
し
い
年
に
寄
せ
て

大
間
警
察
署
長奈

良

正

昭

輝
か
し
い
新
年
を
迎
え
、
佐

井
村
の
皆
様
に
は
、
益
々
御
健

勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。
平
素
、
皆
様
に
は
交
通
事
故

防
止
、
あ
る
い
は
防
犯
活
動
等

警
察
業
務
全
般
に
亘
っ
て
御
協

力
を
い
た
だ
き
ま
し
て
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

お
陰
様
で
旧
年
中
は
、
大
き

な
事
故
・
事
件
の
発
生
も
な

く
、
平
隠
な
年
を
送
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

特
に
、
佐
井
村
交
通
安
全
母

の
会
の
皆
様
に
は
、
交
通
事
故

防
止
活
動
に
つ
い
て
、
格
段
の

御
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

顧
み
ま
す
と
旧
年
中
は
、
佐

井
村
交
通
安
全
母
の
会
に
と
っ

て
、
非
常
に
多
事
多
端
の
年
で

あ
り
ま
し
た
。

四
月
に
は
「
死
亡
事
故
ゼ
ロ

二
千
日
達
成
記
念
大
会
」
ま
た

九
月
に
は
「
交
通
安
全
母
の
会

下
北
ブ
ロ
ヨ
ク
研
修
会
」
さ
ら

に
は
十
一
月
の
「
交
通
安
全
県

民
大
会
」
等
、
平
素
の
活
動
に

加
え
て
各
種
イ
ベ
ン
ト
が
相
次

ぎ
、
松
谷
会
長
は
じ
め
会
員
の

皆
様
に
と
っ
て
、
多
忙
な
一
年

で
あ
り
ま
し
た
。

特
に
県
民
大
会
に
お
い
て

は
、
県
内
市
町
村
長
を
代
表
し

て
、
東
出
村
長
が
力
強
い
大
会

宣
言
を
な
さ
れ
、
さ
ら
に
は
理

事
川
岸
智
子
さ
ん
が
、
交
通
安

全
功
労
賞
を
受
賞
さ
れ
た
こ
と

を
、
つ
い
昨
日
の
出
来
事
の
よ

う
に
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

川
岸
さ
ん
の
受
賞
は
、
県
警

本
部
長
及
び
県
交
通
安
全
母
の

会
々
長
の
連
名
に
よ
る
も
の
で

す
が
、
こ
れ
は
、
永
年
に
わ
た
っ

て
地
域
の
交
通
安
全
活
動
に
特

に
尽
力
さ
れ
た
方
が
選
ば
れ
て

表
彰

さ
れ
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。
こ
の
た
び
の
受
賞
は
、
本

人
及
び
会
員
の
皆
様
は
も
と
よ

り
、
村
民
の
皆
様
に
と
っ
て
も

匐 澀

２，２９０
日

交

通

災

害

共

済

に

加

入

し

ま

し

よ

う

”
一
日
一
円
で
ご
家
族
の
安
心
を
‘

現
在
加
入
さ
れ
て
い
る
方
は

三
月
三
十
一
日
で
共
済
期
間
が

満
期
に
な
り
ま
す
。
た
だ
い
ま

新
規
加
入
申
込
み
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
の
で
、
ご
家
族
そ

ろ
っ
て
、
ぜ
ひ
加
入
さ
れ
る
よ

う
お
す
す
め
し
ま
す
。

加
入
の
方
法
は
、
各
家
庭
に

配
布
さ
れ
ま
し
た
交
通
災
害
共

済
の
加
入
票
に
、
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
会
費
一
人
三
五
〇

円
を
添
え
て
、
二
月
十
五
日
ま

で
、
行
政
連
絡
員
及
び
地
区
総

代
に
申
込
み
く
だ
さ
い
。
（
学

童
団
体
に
つ
い
て
は
、
各
学
校

等
で
取
り
ま
と
め
し
ま
す
。
会

費
一
人
三
〇
〇
円
）

な
お
、
二
月
十
五
日
以
降
は
、

役
場
総
務
課
ま
で
申
込
み
く
だ

さ
い
。
交
通
災
害
共
済
に
つ
い
て
の

問
い
合
せ
は
、
役
場
総
務
課
総

務
係
ま
で

霓
二
八
－

二
一
一
一

○共済見舞金の額



大
き
な
誇
り
で
あ
り
、
御
同
慶

に
た
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。交
通
死
亡
事
故
は
全
国
的
に

増
加
し
、
政
府
も
非
常
事
態
を

宣
言
す
る
等
、
深
刻
な
社
会
問

題
化
し
て
い
る
こ
と
は
、
皆
様

ご
承
知
の
と
お
り
で
す
。

こ
の
よ
う
な
現
下
の
厳
し
い

交
通
情
勢
に
あ
っ
て
、
佐
井
村

が
死
亡
事
故
ゼ
ロ
を
継
続
し
て

い
る
こ
と
は
、
平
素
き
め
緇
か

な
交
通
安
全
活
動
を
続
け
て
い

る
皆
様
方
の
、
地
域
の
交
通
事

故
防
止
に
か
け
る
熱
意
と
努
力

に
よ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

母
の
会
の
活
動
は
、
交
通
事

故
防
止
を
担
う
警
察
に
と
っ
て

大
変
心
強
く
、
会
員
の
皆
様
を

け
じ
め
、
平
素
こ
れ
に
深
い
理

解
と
御
支
援
を
い
た
だ
い
て
い

る
家
族
及
び
村
当
局
の
皆
様
に

対
し
、
深
甚
な
る
敬
意
と
感
謝

の
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
り
ま

す
。安
全
で
住
み
良
い
ま
ち
づ
く

り
は
、
等
し
く
住
民
の
願
い
で

あ
り
ま
す
。
今
後
に
お
い
て
も

人
命
尊
重
の
見
地
か
ら
、
地
域

の
交
通
安
全
活
動
に
、
益
々
の

御
尽
力
を
切
望
す
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。

終
り
に
、
佐
井
村
交
通
安
全

母
の
会
の
益
々
の
発
展
と
、
会

員
の
皆
様
及
び
村
民
の
皆
様
の

御
健
勝
と
御
多
幸
を
祈
念
し
、

新
年
の
あ
い
さ
つ
と
し
ま
す
。

｀
雪
道
で
の
交
通
事
故
を
な
く
そ
う
ｙ

冬
は
、
積
雪
の
た
め
路
幅
が

狭
く
な
り
、
歩
道
と
車
道
の
区

別
も
は
っ
き
り
し
な
い
道
路

を
、
歩
行
者
と
車
が
混
じ
り

合
っ
て
通
行
す
る
こ
と
が
多
く

な
り
ま
す
。
ま
た
、
吹
雪
で
視

界
が
悪
く
な
っ
た
り
、
凍
っ
て

路
面
が
滑
る
な
ど
し
て
、
運
転

者
も
歩
行
者
も
、
大
変
危
険
な

状
態
で
通
行
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
雪
道
を
通
行
す
る
場
合
は
、

歩
行
者
も
運
転
者
も
、
道
路
状

況
や
気
象
状
況
に
十
分
気
を
配

り
、
次
の
こ
と
を
守
っ
て
交
通

事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
し
ま

運

転

者

の

み

な

さ
ん

ヘ

ス

ス
ピ
ー
ド
は
控
え
め
に
し
、

車
間
距
離
を
十
分
と
り
ま

二
、
急
ブ
レ
ー
キ
、
急
（

ン
ド

ル
、
急
加
速
は
絶
対
や
め
ま

三
、
吹
雪
や
大
雪
の
中
を
走
る

と
き
は
、
昼
間
で
も
ラ
イ
ト

を
つ
け
、
徐
行
し
ま
し
ょ
う
。

四
、
丱
に
り
針
刀
匠
く
を
逎
昜
す

る
と
き
は
、
ス
ピ
ー
ド
を
落

と
し
、
安
全
な
間
隔
を
と
り

ま
し
ょ
つヽ
。

歩

行

者

の

み

な

さ

ん

へ

『

信
号
機
や
横
断
歩
道
の
標

識
の
あ
る
と
こ
ろ
を
横
断
し

ま
し
ょ
つヽ
。

二
、
青
信
号
に
な
っ
て
も
、
車

が
止
ま
っ
た
こ
と
を
確
か
め

て
か
ら
横
断
し
ま
し
ょ
う
。

三
、
駐
車
し
て
い
る
車
や
雪
の

壁
の
陰
か
ら
の
飛
び
出
し
は

絶
対
に
ゃ
め
ま
し
ょ
う
。

四
、
吹
雪
や
大
雪
の
と
き
は
、

車
に
特
に
注
意
し
て
歩
き
ま

青

森

県

交

通

事

故

相

談

所

定
期
巡
回
相
談
所
開
設
日
程

二
月
十
五
日
困
ｎ

μ

Ξ
よ

む
つ
市
市
民
相
談
室

自動車に乗ったら

シートベルト

バイクを運転するときは

ヘルメット

●
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、

ど・
ち
ら
も
命
を
守
る
大
切
な
も
の

忘
れ
ず
に
正
し
く
瘻
用
し
ま
し
ょ
う
。



税務だより 税の相談は

お気軽に

税務相談室へ

〈税務相談室青森分室〉

容０１７７－２３－２３７９

所

得

税

の

確

定

申

告

は

正

し

く

お

早

目

に

平
成
元
年
分
の
所
得
税
の
確

定
申
告
は
、
二
月
十
六
日
（
金
）

か
ら
ス
タ
ー
ト
で
す
。

期
限
の
三
月
十
五
日
（
本
）

ま
で
に
申
告
を
し
な
か
っ
た
り

誤
っ
た
申
告
を
し
ま
す
と
、
不

足
の
税
金
だ
け
で
な
く
、
加
算

税
や
延
滞
税
も
納
め
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

出
足
良

い
ス
タ
ー
ト
で
、
申

告
・
納
税
ス
ッ
キ
リ
完
了
。

納

税

相

談

を

実

施

し

ま

す

む
つ
税
務
署
で
は
、
平
成
元

年
分
の
税
務
相
談
を
、
次
の
日

程
で
実
施
し
ま
す
。

２
月
２ ２
１ヨ（オこ）

と き 午前１０時～

ところ 振興センター

※営庶業・譲渡・贈与

⑩ 希 希

確定申告書の提出は

４ ，
１
２
ＥＩ
，・
Ｃ

個人事業者で、昭和６２年

中の課税売上高が３，０００万

円を超える方及び課税事業

者選択届出書を提出された

方は、平成２年１月１日か

ら４月２日までに平成元年

度分の「消費税確定申告書」

を提出し、その消費税額を

納付しなければなりません。

詳しくは、お気軽 に最寄

りの税務相談室 または税務

署にお尋ねください。

国 民 年 金 の 納 付 組 織 に

加 入 し ま し ょ う

サラリーマンの厚生年金保

険料や、公務員の共済組合掛

金は、給与から天引きされる

ので安心ですが、自営業者な

どの国民年金保険料は自主納

付のため、ともすれば納め忘

れも考えられます。

そこで、納め忘れを防ぎひ

とりひとりが納めに行く手間

を省くために、地域の人達が

結集したのが「国民年金保険

料納付組織」です。

この納付組織は○○納税貯

蓄組合や○○婦人部などの名

称で、係の人が個々の事情に

合わせて集金をしてくれるな

ど、何かと便利です。

あなたも、国民年金の納付

組織に加入して、保険料を完

納しましょう。

こんなとき、こんな年金から
国
民
年
金
に
は
、
大
き
く
分

け
て
三
つ
の
年
金
給
付
が
あ
り

ま
す
。

二

年
を
と
っ
た
と
き
、
六
十

五
歳
か
ら
支
給
さ
れ
る
老
齢

基
礎
年
金
。

二
、
病
気
や
ヶ
が
な
ど
の
た
め

に
障
害
者
に
な
っ
た
と
き
に

支
給
さ
れ
る
障
害
基
礎
年
金
。

三
、
不
幸
に
し
て
死
亡
さ
れ
た

と
き
に
、
残
さ
れ
た
家
族
に

支
給
さ
れ
る
遺
族
基
礎
年
金
。

こ
れ
ら
の
国
民
年
金
の
管
理

運
営
は
、
国
が
責
任
を
も
っ
て

あ
た
り
、
み
な
さ
ん
の
保
険
料

の
ほ
か
に
国
が
年
金
額
の
三
分

の
一
を
負
担
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
年
金
額
は
物
価
上
昇

に
合
わ
せ
て
毎
年
ス
ラ
イ
ド
し

て
い
き
ま
す
の
で
、
目
減
り
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
ら
の
年
金
を
受
け
る
た

め
に
は
、
国
民
年
金
に
加
入
し

毎
月
キ
チ
ン
と
保
険
料
を
納
め

て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

保
険
料
を
納
め
て
い
な
い
と
、

年
金
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
り

年
金
額
が
減
ら
さ
れ
た
り
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。



農家・林家のみなさんへ

１９９０年
世界農業センサスに

ご協力く ださい

農
林
水
産
省
で
は
、
平
成
二
年
二
月
一
日
現
在
で
、
全
国
の

農
家
、
林
家
な
ど
を
対
象
に
、「
世
界
農
林
業
セ
ン
サ
ス
」
を

実
施
し
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
わ
が
国
の
農
林
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る

最
も
基
本
的
な
統
計
調
査
で
す
。

調
査
の
結
果
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体
を
は
じ
め
、
各
方
面

で
農
林
業
施
策
推
進
な
ど
の
基
礎
資
料
と
し
て
広
く
利
用
さ
れ

ま
す
。
調
査
員
が
お
伺
い
し
て
、
農
林
業
の
経
営
状
況
な
ど
を
お
尋

ね
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

寒
明
け
と
は
、
一
年
中
で
最
も

寒
い
。寒
″
の
終
わ
る
こ
と
を
い
い

ま
す
が
、
暦
の
う
え
で
は
立
春
、

こ
こ
か
ら
春
が
始
ま
り
、
そ
れ
以

後
は
早
春
と
呼
ば
れ
る
季
節
と
な

り
ま
す
。

と
は
い
え
、
寒
が
明
け
た
と
い

つ
て
も
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で

暦
の
上
の
二
と
て
、
実
際
に

は
、
ま
だ
寒
さ
が
消
え
や
ら

ず
、
残
っ
て
い
る
Ｉ
－

余
寒

と
い
う
言
葉
が
ぴ
っ
た
り
の

季
節
で
す
。
地
域
に
よ
っ
て

は
雪
が
降
り
、
氷
も
は
り
ま

す
。
し
か
し
、
ど
こ
と
な
く

自
然
の
気
配
に
春
め
く
感
じ
が
し

ま
す
。
春
の
足
音
が
ど
こ
か
ら
か

聞
こ
え
て
く
る
…
…
早
春
の
訪
れ

で
す
。
で
は
、
早
春
と
は
、
暦
の
上
で

の
、
た
だ
の
感
じ
だ
け
の
こ
と
な

の
で
し
ょ
う
か
。

気
象
観
測
に
よ
り
ま
す
と
、
日

本
各
地
の
平
均
気
温
は
、
立
春
の

二
ろ
か
ら
わ
ず
か
で
は
あ
り
ま
す

が
、
確
実
に
上
り
坂
に
向
か
い
ま

す
。
札
幌
も
、
東
京
も
、
鹿
児
島

も
、
二
月
の
前
半
に
そ
れ
ぞ
れ
気

温
の
上
昇
期
に
入
り
ま
す
。

専
門
家
の
話
で
す
と
、
天

気
の
動
き
も
、
立
春
過
ぎ
か

ら
は
、
冬
と
は
趣
き
が
違
っ

て
く
る
こ
と
が
多
い
と
の
こ

と
で
す
。

し
か
し
、
早
春
の
特
徴
は
、

一
度
暖
か
い
日
が
あ
っ
た
か

ら
と
い
っ
て
、
そ
れ
以
後
ず

つ
と
暖
か
さ
が
続
く
の
で
は
な
く
、

必
ず
ま
た
大
陸
の
寒
気
が
押
し
寄

せ
て
く
る
こ
と
で
す
。

い
っ
た
ん
暖
か
い
日
が
あ
っ
た

だ
け
に
、
ぶ
り
返
す
よ
う
な
寒
さ

に
は
ほ
と
ほ
と
や
り
切
れ
な
い
も

の
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

も
う
春
が
来
だ
の
か
な
、
そ
れ

と
も
ま
だ
冬
の
延
長
か
な

判

断
つ
き
か
ね
る
の
は
、
こ
の
時
男

に
限
ら
ず
、
季
節
の
変
わ
り
目
に

よ
く
あ
る
特
徴
と
い
え
そ
う
で
す
。



毛

糸

の

編

み

直

し

ほ
ど
い
た
毛
糸
に
一
工
夫

古
く
な
っ
た
セ
ー
タ
ー
な
ど

を
ほ
ど
い
て
、
新
し
く
編
み
直

す
の
も
、
手
編
み
毛
糸
の
楽
し

さ
で
す
。

セ
ー
タ
ー
な
ど
を
ほ
ど
く
と

き
は
、
大
き
め
の
ポ
リ
袋
に
ほ

ど
く
セ
ー
タ
ー
を
入
れ
、
糸
の

先
を
引
き
出
し
て
お
い
て
、
ポ

リ
袋
の
口
を
セ
ロ
（

ン
テ
ー
プ

で
閉
じ
ま
す
。
そ
の
ま
ま
ほ
ど

い
て
い
く
と
、
毛
ぼ
こ
り
が
た

た
ず
、
ノ
ド
を
痛
め
ま
せ
ん
。

毛
糸
を
ほ
ど
く
と
、
よ
く
ク

シ
ャ
ミ
が
で
る
の
は
、
こ
の
毛

ぼ
こ
り
が
原
囚
で
す
。

編
み
直
し
を
す
る
と
き
に
困

る
の
は
、
ほ
ど
い
た
糸
に
編
み

齎
が
つ
い
て
縮
れ
る
の
と
、
切

れ
や
す
い
こ
と
で
す
。
編
み
癖

は
、
毛
糸
を
巻
き
取
っ
た
「
カ

セ
」
を
、
煮

た
っ
た
ヤ
カ

ン
な
ど
の
湯

気

に

当

て

て
、
湯
の
し

を
し
ま
す
。

こ
れ
だ
け
で

縮

れ

が

伸

び
、
毛
糸
も
ふ
っ
く
ら
と
し
て

弾
力
を
取
り
戻
し
ま
す
。

編
み
直
し
の
毛
糸
は
、
す
ぐ

に
切
れ
た
り
抜
け
た
り
し
が
ち

で
す
。
こ
れ
を
補
強
す
る
に
は

毛
糸
に
糸
を
巻
き
つ
け
て
、
ひ

と
え
結

び
に
し
て
お
け
ば
、

引
っ
張
っ
て
も
簡
単
に
切
れ
た

り
抜
け
た
り
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、

編
み
直
し
の
毛
糸
は
、
滑
り
が

悪
く
編
み
に
く
い
も
の
で
す
。

ロ
ウ
ソ
ク
の
根
元
を
少
し
輪
切

り
に
し
て
、
ロ
ウ
ソ
ク
の
穴
に

毛
糸
を
通
し
て
編
む
と
滑
り
が

よ
く
な
り
ま
す
。

ほ
ど
い
た
毛
糸
を
し
ま
う
と

き
は
、
紙
に
く
る
ん
だ
防
虫
剤

を
シ
ン
に
、
毛
糸
を
巻
き
取
っ

て
お
け
ば
虫
が
つ
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
巻
き
取
っ
た
毛
糸
王
の

先
に
、
別
の
糸
を
つ
け
て
埋
め

込
め
ば
、
次
に
出
し
た
と
き
に

糸
口
を
す
ぐ
に
見
つ
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

ほ
ど
い
た
毛
糸
を
編
み
直
す

と
き
に
出
る
毛
糸
ク
ズ
で
、
針

山
を
つ
く
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

ロ
ウ
ソ
ク
を
削
っ
て
、
毛
糸
ク

ズ
と
混
ぜ
て
針
山
を
つ
く
る
と

適
当
に
ク
フ
ン
ヨ
ン
が
効
い
て

針
の
刺
し
や
す
い
、
滑
り
の
い

い
針
山
が
で
き
ま
す
。

２月 省エネルギー月間

こたつを上手に安全に

（財）東北電気保安協会

満１歳になります

吉 田 裕 典 ちゃ八

（眞一・田鶴子）
古佐井

戸籍の窓口
－
１ 月１３日 現 在

○ お 誕 生 お め で と う

石 澤 真 衣 （尚人）古 佐井

岡 村 謙 吾 （昭則） 古佐井

宮 部 あ ゆみ （正廣） 牛 滝

金 沢 和 也 （晴義） 原 田

正 村 由 佳 （啓司 ）大佐井

○ ご 結 婚 お め で と う

（ 山 崎 進 （む っ 市）

舘 脇 ふ じ子 （矢 越）

（ 佐 賀 良 緒 （大 間 町）

佐 賀 利佳 子 （古 佐 井 ）

（ 大 坂 満 雄 （長 後）

奥 谷 ちか子 （青 森 市）

○ お く や み 申 し 上 げ ま す

木 部 サ ン（坂下勇 ）原 田

濱 野 重 雄（み ゑ）大佐井

根 岸 貞次郎（ 守 ）原 田

松 谷 たみ ゑ（幸 一）大佐井

個人のプライバシーを尊重する意

味で、載せてほしくない人は、届出

、の際に係まで申し出てください。 。

１２月３１日現在人口（前月 比）

男 １，８７１ （一 石）

女 １，９１ア（－２ ）

計 ３，７８８ （一フ）

世帯教 肌１悃 （－１ ）
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